






















時間25分， Bグループ 3時間である。また，運動内容については， Aグループは，ゲーム，技
術面の運動が多く， Bグループは， トレーニソグ的運動が多い。




0181x (X＝上腕皮脂厚＋背皮脂厚） ］によって算出した。算出した体密度を Brozekの式に
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表 1
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酸の血中濃度を測定した。その結果に基いてLT(乳酸閾値）と OBLA（血中乳酸濃度が 4． 
勿M/l に蓄積した時点）時のV切を計測した。
③ 循環器系モニター： 心電図テレメーター，バイオビューE,
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図 1 最大酸素摂取量の推移
表 3 被験者の最大酸素摂取量と AT時の
酸素摂取量の平均値
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図 2 最大運動時の血中乳酸の推移
With all Subjects ． 
V02 max/kg ． 
Y02/kg at LT 




Comparison between A & B 
• A 
V02 max/kg 41.35士3.75． 
yo2/kg at LT 23.36士4.15









V02 max/kg ． 
Y02/kg at LT 















ml, B 40.83土4.37mlで， AB間
の差は認められない。なお， V02max/L BMkgは， 51.4mlになった。また， LTおよび OB
LA時のV02/kgは，それぞれ， A.23.36士4.15ml, B.26.41土3.60ml,OBLA時は， A.
35.92士5.00ml, B.37.69士3.97mlで，同様に両グループの差はみられなかった。また，ポ
ジション別に見ると， V02max/kgの平均値はスパイカー， 41.44士4.66ml， レシーバー，
40.23土2.30mlであり， LT時のV02/kgは前者が， 24.84士4.03ml, 後者は， 25.49士
84 森 田昭子
4.39ml, OBLA時は，それぞれ， 36.75士4.54ml, 37.09士4.61mlで，両グループの間に




Bグループともそれぞれ 6名，また，ポジション別では，スパイカー 7名， レシーバー 5名で





















0 Li 30 










































































ツ科学第 5巻 1984,p.26...., 272. 
2) K. Wasserman, et al : Anaerofi c threshold and respiratory gas exchange during 
exerise. J. Appl. Physical. 35 (2): 236243, 1973. 
86 森 田 昭 子
3) L. Jorfeldt et al: Lactate release in relation to tissue lactate in human 
skeletal muscle during exercise J. Appl Phys 101 44 (3) : 350-352 1978. 
4) 清野幸也，永井信雄：「心拍数からみたインターバル・トレーニングとしての卓球の多球
練習の運動強度，日本体育学会第33回大会号 370, 1982. 
5) 高野亮：女子ハンドボール競技者の呼吸循環機能に関する一考察，東京女子体育大学紀要
21 : 110-115, 1986. 
6) 森直幹 他：一般女子大学生および大学女子スポーツ選手の有酸素的作業能，東京女子体
育大学，女子体育研究所研究集録 9 : 2 -6, 1986. 
7) B. S jodir et al : Oxyger cost of treadmill running in long distance runners, 
International series on sport sciences, 12: 61-67, 1979. 
（本学の昭和61年度個人研究費Bによる研究）
